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「備北丘陵公園北エリア運営協議会」により、公園来園者と地域との交流拡大を目的に検討を

進めていた社会実験事業が、「里山の駅庄原 ふらり」の愛称を持ってスタートします。 

オープンの３月２４日（土）にはオープニング式典、３月２４日（土）・２５日（日）には地

元団体などが参加するオープニングイベントを下記のとおり開催いたします。 

 

【オープニング式典】 

日時 平成 30年 3月 24日（土）11：30～ 

場所 備北丘陵公園北入口湖畔広場（エントランスセンター国兼周辺） 

 主催 備北丘陵公園北エリア運営協議会 

  ※社会実験概要及び式典会場案内は別紙１を参照して下さい 

 

 【オープニングイベント】 

 日時 平成 30年 3月 24日（土）11：00～16：00 

    平成 30年 3月 25日（日）10：00～16：00 

  ※イベントの詳細は別添チラシを参照して下さい 

 
※雨天等の場合には、イベントの予定を変更することがあります。 

※「里山の駅庄原 ふらり」とは、備北丘陵公園北エリア運営協議会が決定した公園北入口社会実験エリアの

愛称です。公募により選定した「ふらり」（多くの人が気軽に立ち寄ってもらえる施設にとの願いを込めて

います）と、庄原のイメージ「里山」、多くの人が集う「駅」などを組み合わせた愛称です。 
 
 

 

 

【問い合わせ先】備北丘陵公園北エリア運営協議会事務局 

          庄原市企画振興部 商工観光課長  宮
みや

﨑
ざき

 考記
こ う き

     電話番号 0824-73-1178（平日・昼間） 
 

【広報担当】国土交通省中国地方整備局 三次河川国道事務所 

      副所長（公園担当）   安立
あ だ ち

  宏
ひろむ

  

公園課長（国営備北丘陵公園分室） 砂子
す な ご

 和正
かずまさ

   電話番号 0824-72-5000（平日・昼間）   

              調査設計課長          砂
すな

堀
ぼり

 松男
ま つ お

    

お問い合わせ 

お知らせ 

三次河川国道事務所 
Miyoshi office of River and National Highway 

国土を整え、全力で備える 
中国地方整備局 

こくえいびほくきゅうりょうこうえん 

 

国営備北丘陵公園北エリア運営協議会による 

にぎわい交流広場「里山の駅庄原 ふらり」オープン 

（同時資料提供） 

広島合同庁舎記者クラブ 鳥取県政記者会 島根県政記者会 

  岡山県政記者クラブ 広島県政記者クラブ 山口県政記者会 

 山口県政記者クラブ 山口県政滝町記者クラブ 

中国地方建設記者クラブ 三次記者クラブ 

庄原市 



 

別紙１ 

 

【備北丘陵公園北エリア社会実験の概要】  

 国営備北丘陵公園に訪れる年間約 50万人の来園者のうち、備北地域以外からが約 87％（H28）を占めて

いますが、地域（庄原市街地）への周遊は低調で、地域との交流が課題となっています。 
 備北丘陵公園北入口エリア社会実験は、市街地やＩＣに近い公園北入口エリアの一部を無料エリアとし、

情報発信、物産販売、交流の場として活用することで地域との交流拡大を目指します。活用計画は、庄原市

が主体となって設立した「備北丘陵公園北エリア運営協議会」が策定しました。 

 無料エリアには、公園北入口の既存施設であるエントランスセンター国兼、第 5駐車場、湖畔広場、ドッ

グランなどがあり、国兼池のすばらしい眺望を望むふれあい交流広場「里山の駅庄原ふらり」として活用し

ます。実験期間は平成 32年 1月 31日までの予定です。 

 

「備北丘陵公園北エリア運営協議会」 
会長   藤谷 則夫  広島経済大学経済学部経済学科 教授 

副会長  庄原市 事務担当副市長 

副会長  国土交通省中国地方整備局三次河川国道事務所 所長 

委員   庄原市観光協会 専務理事 

庄原商工会議所 専務理事 

庄原市自治振興区連合会 会長 

しょうばら花会議 理事長 

備北公園管理センター 管理センター長 

国土交通省中国地方整備局建政部 都市調整官 

庄原市 事業担当副市長 

 

 

【オープニング式典 会場案内】 
○場所 国営備北丘陵公園北入口 里山の駅庄原ふらり（※下図を参考に北入口からご来場下さい） 
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